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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

当社の社外取締役として記載しておりました取締役小松崎常夫は平成３年４月１日から平成５年10月１日までの間、当社に出向

していたことが判りました。したがいまして、平成18年６月29日に提出いたしました第62期（自 平成17年４月１日 至 平成

18年３月31日）有価証券報告書の記載事項の一部に訂正を要する箇所がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の

訂正報告書を提出するものであります。 

  

２ 【訂正事項】 

第一部 【企業情報】 

第４ 【提出会社の状況】 

   ６ 【コーポレート・ガバナンスの状況】 

  

３ 【訂正箇所】 

訂正箇所は＿＿＿＿＿を付して表示しております。 

  

第一部 【企業情報】 

第４ 【提出会社の状況】 

   ６ 【コーポレート・ガバナンスの状況】 

⑵ コーポレート・ガバナンスに関する施策の実施状況 

〈訂正前〉 

当社は監査役会制度採用会社であり、取締役会では社外取締役３名が選任されており、企業価値の最大化、会社経営

の透明性の確保、迅速な経営判断を目標として経営に関する重要な事項の意思決定と業務執行の監督を行っておりま

す。 

（後略） 

  

〈訂正後〉 

当社は監査役会制度採用会社であり、取締役会では社外取締役２名が選任されており、企業価値の最大化、会社経営

の透明性の確保、迅速な経営判断を目標として経営に関する重要な事項の意思決定と業務執行の監督を行っておりま

す。 

（後略） 

  

⑶ 当社と当社の社外取締役および社外監査役との関係 

〈訂正前〉 

社外取締役竹田晴夫は東京海上日動火災保険株式会社の名誉顧問であり、同じく前田修司はセコム株式会社の常務取

締役であり、同じく小松崎常夫はセコム株式会社の執行役員であります。社外監査役石橋鉄之介は富士電機ホールディ

ングス株式会社の特別顧問であり、同じく山下 尚は三井住友海上火災保険株式会社の特別顧問であり、同じく石井藤

次郎は松尾綜合法律事務所の弁護士であり、このうち４社は当社の大株主であり取引関係にありますが、いずれも定型

的な取引であり、社外取締役および社外監査役個人が直接利害を有するものではありません。 

〈訂正後〉 

社外取締役竹田晴夫は東京海上日動火災保険株式会社の名誉顧問であり、同じく前田修司はセコム株式会社の常務取

締役であります。社外監査役石橋鉄之介は富士電機ホールディングス株式会社の特別顧問であり、同じく山下 尚は三

井住友海上火災保険株式会社の特別顧問であり、同じく石井藤次郎は松尾綜合法律事務所の弁護士であり、このうち４

社は当社の大株主であり取引関係にありますが、いずれも定型的な取引であり、社外取締役および社外監査役個人が直



接利害を有するものではありません。 
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